


例 A 目次

1 . 本書は大館遺跡群・大館町遺跡の平成2年度発掘

隅畜の概要である。

2. 本書は写真を多く褐載しだ概要書であり、調査の

全体を示す事実報告については別途概報を作成する

予定である。

3. 調査の主体者は盛岡市教育委貴会で、調肖の実施

及び本書の作成は社会教育課文化係（八木光則• 干

田和文．室野秀文・イ以内啓邦・小原悛巳・内山隔子）

があこなった。

4. 調査の実施にあだって、次の方々ガら御指導・御

協力をいだだいだ。記して謝意を表する（敬称略）。

岩手県教育委貴会、岩手類立t専物館、岩手膿埋酸

文化財センター、菅原孝、藤原和夫

5. 大館遺跡群の遺構記号は次のとありとしだ。

追 欄 記号 遺 構 記号

竪穴住居跡 RA 炉 跡 RF 

建 物跡 RB 溝 跡 RG 

柱列跡 RC 配石・ 集石 R日

土 坑 RD 井 戸 跡 RI 

竪 「I'日、 RE その他 RZ 

1 . これまでの調査…---------------------------------------3 
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•本遺跡関係文献で盛岡市教育委員会刊行のものは、

『大館町遺跡一昭和51年度発掘閲査報告』あよび『大

館遺跡群（大新町遺跡・大館町遺跡）発掘調査概報』昭

和55~平成元年度 (10冊）の言t11冊がある。

遺跡の位置 (1: 50000) 
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大館遺跡群航空写真 (1 : 8000) 

1 . これまでの調査

大館遺跡群は怪岡市の北西氾、雫石川北岸の丘陵性

台地（火山灰砂台地）の縁辺囲に位置している縄文時代

中期を主体とする6遼跡を包括しだもので可。

遺跡群は西力‘ら笑涵麗．お臭麗剖．戻益前．）］贔蓋．
四＜ねん たてさか

則九年・館坂遺跡ガ立地し、さらに台地ガら一段下ガ

った段丘面（上田段丘）にも平安時代から江戸時代ま

でを主体としだ語賢厨．崖籍．耐巖襲．麦合麗．畜凸
みなみ

南の各遺跡も存在していま可。

これらの遺跡の中でも大館団遺跡は早くガら調査・

研究ガなされてあり、昭和20年代後半には学会などに

発表され、まだ組織的な発掘調査も岩手大学によって

昭和31年ガら数回にわだって実施されてきましだ。こ

れらの閲査成果は、いすれも縄文時代中期（約4,000

~4,500年前）を中心としだ大規模な集落跡の存在を裏

付けるもので、おびだだしい数の住居跡、多置の上拐

や石祀が発見されていま可。

まだ一方、東側に隣接している大新町選跡力‘らは、
そうそう

市内で最古の縄文時代草創期（約10,000年前）の爪形
おし加匂u

文土祀、 早期前葉 （約 8,000年前）の押型文土裾．

ちIvせIvもIv どこう

沈線文土落ガ多量に出土しだほか縄文中期のエ拡群
だて

（食物貯蔵穴）や平安時代の終わり頃 (11世紀）の竪
あな ほつだて1ばしら

穴．掘立柱建物跡なども検出されていま可。

小屋塚選跡ガらは縄文中期の住居跡のほガ、直径2

mを越える大きさの円形の貯醜穴甜（フラスコ形土拡）

が集中して多数確闘されています。

東北本線の東側に広ガる前九年遺跡も縄文中期の住

居跡ガ点在して検出されだほ力‘、最近の調査では縄文
ガいがら じょうこIv

早期中葉（約7,000年前）の貝殻文・条腰文土黍や奈良
えIvけいしゅうこう

時代（約1,300i年前）の円形周溝（国径4~8mの円形

の溝）などガ検出されていま可。

このように大館遺跡辟は、縄文時代を中心として発

展しだ遺跡辟で、特に各遺跡に共遅する中期にあいて

は、やはり大館町遺跡ガ中核的存在で、当時の集落構

成の上でも、拠点的な性格をもつだ遺跡であると考え

られま可。

大館町遺跡の平成元年度までの調査成果を総合可る

と検出されだ選構は縄文時代の堅穴住居跡 130余棟、

竪穴10棟、土拡 100余基、奈良～平安時代の竪穴住居

跡7棟、溝跡1条などで、縄文時代の住居跡のほとん

どは中期に所属するものばかりです。
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鈴な涵磁
大館町遺跡第37次調査全景（北束から）

2. 平成2年度の調査

大館遺跡解にあける平成2年度の調査は4件の個人

住宅の新築工事にともなう緊急発掘調査ガ実施されま

しだ。 （大舘町遺跡第37双調査、大新町遺跡第36・38

・39次調査）。そのうち、国国補助事業として実施さ

れだのは第36・37灰調査の2箇所で、調査総面積は 3

59m'、隅査経費は800万円です。

■大新町遺跡第36次調査
□所在地一盛岡市大新町16-6
口調酉期間ー1990年9月10日~9月19日

口調査面積ー57m'

口検出されだ遺構・ 遺物

遺構は検出され可、縄文時代早期・中期の土括片数

点出土。

口概要

本地点は南北に広ガりをもつ大新囲遺跡のほぼ中央

部の西側こあり、大舘町遺跡の北東部に接するところ

に位置しています。やや東向きの緩い傾斜地に立地し

ていますが、この周辺域の遺構・遺物の密度は低く、

両遺跡ガ分けられる地域と考えられます。

■大館町遺跡第37次調査
□所在地一盛岡市大館曲143-9
口調査期間ー1990年5円7巳~8目31日

口調査面積ー302m' 

口検出されだ遼構・遺物

縄文時代中期一竪穴住居跡41棟、竪穴4棟、掘立柱

建物跡2棟、土坑12基

縄文時代早期ー住居跡型の下部に遺物包含層が形成。

奈良時代ー竪穴住居跡1棟

平安時代ー竪穴住居跡1棟など

口概要

本地点は東西 220m、南北 250mの広がりをもつ縄

文時代中期の大規模集落跡の南西部に位置しています。

調査区は15X 20mの広さでしだが、おびだだしい数

の竪穴住居跡ガ重なり合つだ状態で確言忍され、長期間

にわたって「ムラ」ガ存在していたものと思われます。

まだ集落跡の南巫の一部には低地が入り込み、集落

南半郎は全体東西に 「東ムラ」と「西ムラ」に二分さ

れ、それぞれ同時代に竪穴住居ガ配置されていだと推

定されます。

なあ、本書では第37次調査資料を中1脳＼として紹介します。

6
 



~ 

や‘

ャ
メ

＼
 

大館町遺跡 第37次調査区全体函 (1 : 100) 
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長方形の住居 (RA2164) (大木Sa式期）

楕円形の住居 (RA2154) (大木8b式期）

l¥, 
.. 」 = •·~·· . ● ....  ,.  心・' "畢 .. --··~···,·~""~~ ↑ー・h
埋甕出土の住居 (RA2118・ 大木8b式期）
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3. 検出されだ遺構

いこう

住居跡など遺構の検出作業は、地表面にある耕作工

の除去作業から始まり、徐々に下層へ下げていきます。

隅査区内は作付などによる攪乱ガいちじるしく、力‘

つ各時期の遺構ガ重なり合っているだめ、検出作業は

大変手間取りましだ。

検出の結果、調査区内全域から密集し重なり合つだ

状態で縄文中期の竪穴住居跡ガ41裸確認されましだガ、

壁や周溝ガ認められ、はつきりと住居の形ガわガるの

は15棟ぐらいで出
だいき

土拐型式から住居跡は中期中葉の大木Ba式期力‘ら

中期末葉の大木9式期までのもので占められています。

古い段階の大木Ba式期では長方形を基調としだR

A 2164住居跡や楕円形のRA2177が大木Sb式期の床

面下ガら検出されています。次の大木Sb式期段階ガ

最も棟数ガ増え、楕円形を基調としだ形で住居の規模

もやや大型化しています。 RA2149は長軸 7.8m、RA

2118はSm以上、 RA2154もSm以上の住居で、しつ

ガりとした柱の配置ガ見られ壁にも周構ガ巡つていま

す。中期末葉の大木9式期に所属する住居跡で形が確実

に判明するものはRA2156住居跡です。直径3.8X3.6
ふくしきろ

mの円形で北東壁寄りに二重に石ガ巡つだ複式炉ガあ

ります。前段階の住居に比べ規模もやや小さくなり、

出土遺物も少なくなります。

■盛岡周辺で検出される縄文時代中則の竪穴住居跡は出土する土裾を
型式分類することにより、大木7式ガら大木10式の4期に大別され、`

さらに7式は2段階 (7a・7b)、8式は5段階 (Ba-1・8

a-2・Bb-1・Sb-2・Bb-3)、9式は2段階 (9a・ 
g b)、10式は2段階 (10a・10b)に細分されていま可。

炉ガ壁際にある住居 (RA 2156・ 大木9a式期）
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〇大木8b-1式期

◎ 大木8b-2式期

゜
。

◎奈良時代

◎平安時代

1 :300 10m 

竪穴住居跡群の配置（時期別）

= 
調査風景

4. 重複する住居群

密集して検出されだ住居跡も、時期別に区分して

表現しますと上函のように整理されます。だだし形・

時期ガ不朋な住居も多く、圏示できだのは41棟中24棟

だけです。それぞれの配置園ガら見ても、まだ隣接ガ

つ重なり合う住居ガあり、同時に存在していだとは考

えられません。爆発的に人口が増加しだ縄文中期でも、

集落全体で同じ時間帯に建てられだ家は5~7棟程度

と考えられていま可。
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縄文中期の竪穴住居跡と掘立柱建物跡

5. 住居の構造

R A2149は調査区中央菌で検出されだ竪穴住居跡で

大木8b-1式期に所属します。南北方向に長い楕円

形で7.8X6.9mの規模をはかります。住居の屋根を支

える柱は8本で、八角形に配置され、中軸線上に検出
むねもちばしら

されだ3本の柱穴ガ慄持柱になり、東西2列の6本が
けだばしら はり

それぞれの桁柱になります。桁柱どうしを繋ぐ梁は位

置関係ガら貝て、ジグザワに配置されだものと考えら
いしガこいろ

れます。炉は中軸線上南杏りにあり、•本来は石団炉と

思われますガ、石は抜き取られて残っていません。
RA 2149竪穴住居跡・復原図

J 0 



土器埋設石囲炉 (R A2164住居跡・大木Ba式期）

配石土器敷炉 (RA2177j主居跡・大木Ba式期）
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石組複式炉 (R A2156住居跡・大木9式期）

ほったてばしら

7. 掘立柱建物跡

調査区中央部から北西部にガけて2棟の掘立柱建物

跡ガ検出されています。この建物跡は地面を掘りくぼ

めだ竪穴住居とは違い、平地に柱穴だけガ掘られだも

のです。 R8 2001・2002ともに南北2間、東西1閻で

主軸方向はほば南北方向と一致してあり、規模はRB

2001が桁行4m・ 梁閻 2.4m、R82002が桁行 4.8m

梁間 2.7mをはガります。柱穴の酉径は 0.8~1.0m 

深さは 0.2~0.5m程度と浅く、 炉は認められません。

東日本では縄文前期から出現し始め、性格的には祭

祀場説もありますガ、大舘町遺跡の2棟については構

造上ガら、食料貯蔵申と考えられます。

6. 住居の炉

人類ガ火を使用し始めだのは約数十万年前の前期1日

石裾時代と推定されています。火の使用は食物の加工、

暖房、照明など日常生汚には欠かせないものとして普

及し、縄文時代の住居内にも配置されていま可。ただ

し大新町遺跡で発見されだ例などから、縄文早期の住

居跡でははつきりした炉跡はまだ作られてあらす、前

期以降、屋内中央に床面を少し掘りくぼめだ程度の「
ぢしょうる いしガこいろ

地床炉」、そして中期中葉頃に石をならべた「石囲炉」

ガ作られるようになりましだ。

今回詢査しだ大木8a・8b式期の追常規模の住居

では石囲炉のものと地床炉のものガあり、さらに炉内

に火種を保存する「火つぼ」としての埋設土招などの

施設も付属しています。やや大形の住居の炉は円形な

いし長方形の石囲炉ガ主流となり、住居中軸線上やや

北寄りに配置されるのが特徴的です。

中期後半の大木9~10式期では住居の壁際に炉が近

づき、かつ炉の機能が分化した「涵詞嵐が出現しま

可。

--¥--

」--''、;．．—· ・cフ:._.; -ヽ 'i"
~,! ・.. . <.,)~ こ二2
''¥ ¥・. : ,-ヽ.. . 
. ...,¥ - . '・.'・  

＇ヽ...

. . 
'・.' .. ..,  曹. ,.  lヽ・- .. 

、•.
. .• 7.  ・ "' • ·-~ .-- 令・.. 

．．．．ご況ぷ:. ぐ，＇．
い.;・ゞぷ二や、.._.-,.・._ 

-~-ごペ ヤ・

｀ 
｀^し'、・,'. 7 •• 、 .. .'  ．． 

·~ 、-.JJ 、.
← - ----- . . ：咄 .)I_ . .. ・. . . ・. ， ー・ ． 、へ ， 曹．

・. 
.. ー・・ ．ヽヽ、 i 

7鳳 ． ｀ 、し
ー

~
ー

.^• 

止
ヽ． 、~、~、~．

'-~ 
璽 ・i .. ,,, →', い〉

，ヽ．

, l •.' ＇ 

り）¥ . '. ら・.. ．. ,． , ｝ 
＼ ‘ヽ

.`  ' j ., - -'・.' 
掘立柱建物跡 （手前RB2001・奥RB2002, 大木8a-1式期）
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キャリパー形小形深鉢

(RA2164・7b; 

一（円筒上層式）

＼ 

(R A2i'77-. Sa) 

(RA2164• 8a) 

(RA2118・8b) 

［酎三150•8b) I = , (RA2154•::) 
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(RA2164•8a) 

(RA2164) (RA2150) 

(RA2164) 
出土土器(1)

1 2 



深鉢

(RA2164・8 b) 

(RA2154・8 b) 

(RA2164•8b) (R A 2176・8 b) 

(RA2164•8b) (R A2164• 8 b) 

(RA2176・8b) 

(RA2118・8b) 
(RA2154・8b) 

(RA2156・10),

0 1 : 6 20cm 

出土土器(2)
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8. 中期の土器（ふだつの土器文化）

南北に長い日本列島の中では、地域によってさまざ
だい

まな土淫ガ作られていましだ。岩手県内では南部の大
ぎ MIJCう

木式土器と北団の円筒式土器に大きく区分されてあり、
だい ぎ ガこい

前者は宮城県七ケ浜町大木囲貝塚の資料、後者は青森
これガわなガい

票八戸市是JII中居貝塚などの資料を標式として設定さ

れているものです。このふだつの土釜文化はおあよそ

盛岡を境として接触しています。

5
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9. 土器の形と用途
ふガば5 あさばち

縄文中期の土祀は大きくは深鉢と洩鉢の組み合わせ

ガ基本となります。深鉢はエ裾の機能の中で最も重要
にた

な r煮炊き」の道具として使用され、洩鉢は食物の「
もつ

盛り付け.J用として定着するようになりまd。まだ深

鉢には文様の描ガれた精製土器と縄文だけの粗製土器

があり、さらに大・中・小の3種類に区分され、大形
めい

のものは「貯蔵用」小形のものは各自銘刃ガ使う「銘
めい き

々器.Jとも考えられます。
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1 o. いろいろなかだちゃ文様
中期の土丞は縄文時代の中でも雄壮かつ男性的な文

様意匠をもつ時期です。しかしそのいろいろなかだち

や装飾性に富んだ文様は、中期に突然に発生しだもの

ではなく、縄文前期の終わり頃の技術・技法をふまえ

さらに発達させだものなのです。

大木7b式土器

この時期の土墾は文様に縄を担面に押し付けだ圧痕

文をもつのガ特徴となり、大きな山形突起をもつ深鉢

が発達します。まだ平縁で波状の粘土組を装飾しだ深

鉢もあります（写真1)。文様は口縁部から体部にガ

けて沈線で描ガれていま可。

大木Ba式土器

前段階の流れをくむ大形の山形突起をもつ深鉢と平

縁で口縁部ガ丸くふくらむキャリパー形深鉢ガ主流を

占めます。口縁部には縄の圧畏や沈線で波状文や小さ

な渦巻文ガ描ガれていま可。（写真2~6)。まだBa式

と同時の円筒上磨d式土裾も出土しています（写真7)。
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大木Bb式土器

この段階ではBa式で出現しだ潟巻文ガよりダイナミ

ツワに展開し、最も力強く表現されています。拒形では

キャリパー形のほか □縁祁が外反したり内湮するもの
など多様化してきます。文様は沈線文のほか、入念に調

整されだ隆線で装飾されています（写真$~13)。

喜 毬 植 出土遺構 高さ (an) 口怪(Oil 時 期

1深 鉢 (RA2164) 37, 1 34.2 大木7b

2 キャリバー形深鉢 R A2164 29 1 22.9 大木Ba-1 

3 キャリパー形深鉢 R A2164 28,6 16.7 大木Ba-2 

4 キャリパー形小形深鉢 RA2164 13,5 9.2 大木Sa-2 

5 キャリパー形小形深鉢 (A A2117) 11.5 9.4 大木Ba-2

6 キャリパー形JI形深鉢 R A2150 8.9 7 .2 大木8b-1

7 深 鉢 RA2164 18,0(残存郎） 23, 7 円筒上語d

8 深 鉢 RA2149 27 .0 19.8 大木Bb-1

9 深 鉢 R A2149 22,5(残存!lll) 16 2 大木8b-1

10 キャ IJバー形深ね R A2118埋甕1(下） 43.0(残存8l) 36 0 大木Bb-2

11 深 鉢 RA2118埋甕2(下） 48.0(残存郎） 40.5 大木Sb-2

12 ;¥'-ャリバー彫深訟 RA2118埋甕1(上） 37.0(残存Bil) 47 .0 大木Sb-2 

13 1J1 嬰 深 鉢 R A2176 13.1 11.1 大木Bb-3 

14 深 祝 RA2164 44.1 25.3 （大木8a?) 

15 用 ,~ :t 認 RA2118 3,8 12.7X 7 8 大木8b-2

I 5 
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11. 埋甕
くつそう しんてんそう

縄文時代の埋葬方法には屈葬や伸展葬のほかに、土
うめがめ 1ま ガめか/ulま

圏こ遺骸や骨を納めて埋めだ埋甕墓（甕棺墓）の例も

見られま可。特に竪穴住居跡内の床面出入口周辺に、
あな うが

底郎を欠いだり孔を穿つだりして埋殷されているもの

については、乳幼児の遺骸を埋納しだ甕棺と可る説と

胎盤を埋納しだ施設と可る考えの二説ガありま可。

前者は乳幼児は普遅の璽こ葬らないで特に丁重に取

扱い、常にそばに遺骸をあき、田親の胎内に再生する

ことを願う妊娠呪術と関造付け、後者は出入口付近に

埋めて「踏めば踏むほどその子ガじようぶに育つ」 「

贅い子になる」などといつだ民俗事例からそれぞれ説

明していま平

節岡市内で過去に出工しだ埋甕あよび底部穿孔の主

蕗の事例は柿ノ木平遺跡で11固体、繋▽遺跡の国指定

重要文化財の7{固体、大館町遺跡第15灰調査での1{酬本

などガありま可。いすれも縄文中期の大木Bb式期に

所國するもので可。

—tll 
¥
9
、，
 

/
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田界

RA 2118住居跡出土の埋甕

今回、発見されだ埋甕は1主居跡の中軸線上に直列に

2基配置され、それぞれ二つ重ねの1到立（さかさま）

の状態で検出されましだ。埋甕1は上下ともに頸囲ガ

くびれ、口縁部ガ屈曲可る「キャリパー形深鉢」で二

者とも1本部下半を欠いており、埋甕2は下ガ底部を欠

く大形深鉢、上ガロ縁部～｛本部上半を欠く粗製の輝文

の深鉢で底部に直径5.5~6.0cmの孔ガ穿だれています。

埋甕1

埋甕2

下部

下部 上部

16 
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埋甕 1(下部）
残存器高 43cm 
口径 36cm

埋甕1(上部）
残存器高 37cm 
〇径 47cm （底部）

埋甕2(下部）
残存器高 48cm

口径40.5cm

残存器高 35cm 

体部径 33cm
座部径12.5cm 

0 1:6 20cm 
I I . I 
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11, まとめ

以上ガ平成2年度大館町酒跡第37次調査

の概要ですガ、過去の調査成果をふまえて

さらに縄文中期の「ムラ」の広ガりについ

てまとめてみだいと思いま叫

今回までに大館町遺跡では約20地点で調

査が実施されており、特に南端部と北～北

東部にガけて集中しています。その結果、

南講部では第1・2次調査区間ガ低地にな

ることガ確認され、 中期の集落跡は 「東

ムラ」と 「西△ラ」に二分されることガ判

嗚していま可。「東ムラ_j では今までに55棟

以上の竪穴住居跡ガ検出され、その分布は

南北40m栗西55mの規模で、さらに住居区

域は北へのびると推定されています。

時期別にみて「東ムラ」の最盛期は大木

Sa式後半力‘らSb式後半の住居が築ガれ

る頃で、それより古い時代の住居（大木7

a・7 b式）はことごとく、 新しい段階の

住居群によって壊されていま可。し力‘し、

住居区域周辺の傾斜面にはその古い段階の

選物包含層（投棄されだ遺物の推積層）が

あり、近くに生活の場があつだことを証祖

しています。 第37次調査区は「西ムラ」

の南端部から北へ約60mの位酋にあり、そ

の西側は20m程で條斜地になります。現段

階での「西△ラ」の規模は東西40m南北80

mで「乗ムラ」と同様、さらに北へのびる

西ムラ

132 

゜
1 : 3,000 100m 

ムラの構成（馬蹄形の集落）

大館町遺跡全景（南東ガら）

ものと考えられます。 「西ムラ」では今ま

でに約80棟の竪穴住居跡が確認され、存在していだ8寺

閻帯については台地周辺邑ガらやや奥まることから、

古い段階の大木7a・7b式は少なくなるも、基本的に

は「東ムラ」と同時期で、幅20mの低地をはさんであ

い対峙していだ可能性ガ考えられます。

まだ、北半部の調査では大木Ba式期の遺構群ガ主

体となり、遺構密度も徐々に稀薄になっていきます。

これらを総合すると遺跡全体の範囲は東西 220m、

南北 250mであよそ上函のような南西に開口郎をもっ
ばていけい

楕円形ないし馬蹄形の集落配置が考えられ、密度から

見ても数 100年もつづく大集落ガ営まれていだことが

推定されま可。

しかし中央部の60X150 mの区域については未調酉

のため、遼構の存在も不明です。最近の乗北地方の中

期集落の胴酉事例では住居区域と区画されるように内

側に墾域ガ整然と配置されて発見された遺跡もあるこ

となどガら、大館町遺跡の集落の全貌およびその性格

を解明するには、さらに今後の発掘調酉の成果を待だ

ねばなりません。
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第37次調査検出遺構一覧

遍構番号 平面形
規模 主軸 主 柱 ＇ I¥ 

炉の形態（数）
床の状態

時 期 特記事 I頁
長軸x短軸 m 方向 （配置• 本数） （同溝，貼床等）

RA2114 円形？ (? X約63)m '? ？ 石翻埋甕炉 (1) 周溝あり 大木Sa

RA2116 楕円形 (?x5 O)m ？ ? 7 周溝、！里設土器あり 大木8b-3 R A'2150を切る

RA2117 ノ） (?X4 O)m ? ？ '? 大木Sb-3 R A2116を切る

RA2118 ）） (?X7 O)m E18°S 6角形左石対称8本？ 石団炉 11 I 周溝あり 大木Bb-2 埋甕2組(4嗣体）

R A2137 楕円形？ (? X ?)m ？ ？ 小石囲炉 (1 I ）） 大木Bb-3

R A2149 楕円形 (7 8X6 6)m f¥l17°W 8角形在右交互8本 石囲炉 (1 I 周溝全周 大木Bb-1 R 8 2002を切る

R A2150 楕円形 (5 6X4 7)m f¥lffW 6角形在右交互6本 石囲炉 (1) ｝｝ 大木Bb-1

RA2151 円形？ (?X5 Z)m ？ ? ？ 皿状のくばみ房り 大木Sb RA2161を切る
R A2152 円形？ (?X3 3)m ？ ? '? 人木8b 7 RA2151を切る
R A2153 隅丸畏方形 (?X4 2)m E22°S '? 石囲炉(1)地床炉(1) 周溝あり 大木9以降 R A2158を切る

R A2154 楕円形 (7 9X5 9)m l¥l10°W 8角形左右交互8本 石囲炉(1)地床炉(1) 周溝3期あり 大木Sb-1 R A2171を切る
R A2155 楕円形 (7 0? X5 6?)m 1¥112°E ? 石固炉 (1) 周溝あり ？ R A2154に切られる
R A2156 円形 (3 8X3 6)m f¥145°E なし 石組複式炉? (1) 一菌周溝あり 大木9 R A2152を切る
R A2157 円形 (3 5X3 5)m l¥l29°W 石囲炉 (1) 大木Sb以降 R A2160を切る
R A2158 円形？ ? ？ 石囲炉 (1) 大木9 R D2140を切る
R A2159 大木Sb-3以 R A2176を切る
R A2160 石囲炉 (1) 大木Sb-3以降 RA2114を切る
R A2161 石囲炉 (1) 大木Ba? R A2163を切る
R A2162 円形 (3 0X3 O)m 地床炉 (1) 大木Sa R A2163を切る
R A2163 楕円形？ （約7ox約46)m 1¥140°E 8角形左右交互 石囲炉 (1) 周溝全周 大木Ba? R A2169を切る
RA2164(A) 隅丸長万形 (4 2X3 7)m E25°S ？ ? 大木Ba R A2162を切る
)) (8) ）） (5 3 X 3 7)m E 22°S 5角形 5本 石囲炉 (1 I 周溝全周 ）） 

!! (C) ）） (6 2X5 2)m ノ） ノ） ）） ）） ）） ）） 

R A2165 円形 (3 7X3 1)m 1¥124°E 地床炉 (1) ノ） 大木g R A2167を切る
R A2166 石、土裾片囲炉 大木Sb以降 R A2164を切る
R A2167 楕円形 (?X2 5)m f¥l 2°W ? 大木Ba-2 R A2114を切る
R A2168 円形 (2 4X2 3)m f¥l 1°W 石囲炉 (1) 大木Sb以降 R A2149を切る
R A2169 予） ？ ? ? R D2129を切る
R A2170 円形？ ? ? ? ? ? R A2149に切られる
RA2171 楕円形 （約62X約45)m W36°1¥1 石囲炉 (1) 周溝あり 大木Bb-1 R A2149を切る
R A2172 石同炉 (1) 大木Sb-3以降 RA2118を切る
R A2173 石囲炉 (1) 大木Sb-3以降 R A2176を切る
R A2174 円形？ （ ? ） ？ ？ 7 ? R A2182を切る
R A2175 円形 (3 5X3 4)m E11°N ? 地床炉 11 I 一部周溝あり ? RA  2174を切る
R A2176 楕円形 （約75X約67lm W13°N 在右交互 6本力r? 石囲炉 (1 I 周溝全周？ 大木Bb-3 RA2118を切る
R A1177(A) 楕円形？ ? ? ? 埋甕炉 (1) 悟立埋設土括あり 大木Ba R A2149! こ切られる
JJ (B) 楕円形 (5 4X4 5)m E 2°1¥1 8角形在右交互8本 石囲土指敷炉 (1) 大木Ba

R A2178 

R A2179 円形 (?X5 7)m W35° ~I ? 地床炉 (1) 周溝あり 大木Sb

R A2180 ? ? ? '? 地床炉 (1) ? 
RA2181 ? ? 7 ? ? ? 

R A2182 ? ? ??  ? ？ ？ 

R A2183 円形？ ('? X 7)m ？ '? ? 周溝あり 予）

R A2184 ? ? ? '? '? ）） ？ 

R 82001 (4X2 4)m ~112°E 2問X1闘 大木Ba 柱の建替あり
R B2002 (4 8X2 7)m 1¥19 5°E 2間X1閻 大木Sa

RE 2001 ? ('?X16)m ? 年' R A2149を切る
RE 2002 円形？ (?X2 G)m ? 大木9以降 R A2158を切る
RE 2003 楕円形？ (2 0X1 8)m E 21° ~I ? 大木Ba? R A2149に切られる
RE 2004 楕円形？ ('?X17)m 1¥1 3°W ? ? R A2137に切られる
R 02128 楕円形 (3 3X1 1Jm 1¥112°E 早期 条病文土器

R 02129 円形 (?X10)m 大木Sb?

R 02130 円形 (1 4X1 4)m ? R A2157を切る

R D2131 円形 (0 9X ?)m 大木Sb? R A2172に切られる
R D2132 円形？

R D2133 楕円形 (1 zxo 9)m N10°W ? ? R A2158に切られる

R 02134 楕円形 (0 9X0 8)m 1¥139°E ? ? 

R 02135 楕円形 (1 oxo S)m E27° ~I ? ? R A2164に切られる

R 02136 楕円形？ (?XO 9)m ? 大木Sb? R A2149を切る

R 02137 円形？ ? ? 大木sa~sb R A2149に切られる
R 02138 円形？ (0 sxo 8)m や 大木8a~8b R A2149に切られる
R D2139 円形 (0 SxO S)m ？ 

RA8711 隅丸方形 (4 2X4 2)m W34°1¥1 ? 北壁石組カマド 貼床 奈良時代(8世紀）
R A8712 隅丸長方形 (4 1X3 6)m W32゚八l 7 南醤石組カマド 平安時代(10世紀）
R D8708 隅丸長万形 (12XO 9)m W14°N ? 平安時代以降
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